
論叢
第145巻 第4号

ア リ ス トテ レ ス の 表 券 貨 幣 説(1)・ ・… … … … … ・本

環 境 問 題 へ の 費 用 便 益 分 析 適 用 の 限 界 … … … … 岡

石 川 島 播 磨 重 工 に お け る 子 会 社 化

過 程 の 分 析 … … ・… … … … … … ・・… … ・・… ・… … 麻

技 術 革 新 論 の 新 し い 展 開 … … … … … … ・… ・・… … 林

19世 紀 中 葉 に お け る イ ギ リ ス に よ る

イ ン ド綿 花 開 発 ・… … ・… … ・… ・・… … … ・… … ・・今

貨 幣 賃 金 の 変 動 と 有 効 需 要 を め ぐ る

関 係 に つ い て ・… … … ・・・・・・・・… … … … … … ・・・… 山

書 評

杉 原 四 郎 編r日 本 経 済 雑 誌 の 源 流 』

(有 斐 閣,]990年)・ ・… … … … ・… … … … … … 下

1

22

彦

弘

美

敏

山

生

田

潤51

修70

田 秀 作86

田 晃 嗣111

谷 政 弘127

平成2年4月

寮 涜β大 學 経 済 學 會



経済論叢(京 都大学)第145巻 第4号,1990年4月(553)127

〈書 評 〉

杉 原 四 郎 編 「日 本 経 済 雑 誌 の 源 流 』(有 斐 閣,1990年 刊)

下 谷 政 弘

明治初年以来,わ が 国ではおびただ しい経済 雑誌が刊行 され てきた。本書 はそれ らに

つ いて の 「最初 の資料的 ガイ ドブッ クた ること」 を 目的 とす る とともに,同 時にその

「日本的特徴や,資 本 主義 の歩みに ともな う経済 ジ ャーナ リズ ムの時代的 推移や,国 民
り 　 コ コ コ コ コ コ ロ コ 　 　 コ ロ

経済 の各分野 における雑誌 の特殊 性の解明 によ って・…・・近代 日本 におけ る土 台 と上 部構
コ ロ コ コ ロ サ

造 との結節点 に一 つの照明を あた えよ う」 とす る ものである(は しが き)。編者 は既 に本

書 に先立 って経 済雑誌 に関す るい くつか の論稿,あ るいはr日 本の経 済雑誌』(日 本経

済 評論社,1987)を 刊行 して きてL.・る。同書 は明治 ・大正 ・昭 和期 の代表的経済雑誌 に

つ いて一 瞥を与 えた もので あ り,本 書 と併せ参照 されね ばな らない。

さて,本 書 は編 者を中心に13名 の各分野 の研究者が それぞれの分野 の経済雑誌 につい

て分担執 筆 して構成 された もので ある。編者 に よる序章 に続い て,全 体 は2部 編成(第

1部 総論,第2部 各論)を とってい る。 巻末 には 雑誌索 引がっ き,そ こに 挙げ られた

「経済雑 誌」 の数 は合 計800点 近 くの多 くにのぼ る。
ロ コ ロ コ ロ 　

さて,編 者 ・杉 原四郎氏 によれば経済雑誌 には評論誌 として の側面 と情報誌 としての

側面 とに分け られ るという。前者 は氏 の一貫 して追求 して こられた モチ ーフたる思想史

研 究に密接に関わ り,他 方,後 者 は現時点 か ら見れば経 済史(政 策史 ・産業史)に 関わ

る。近 年,と くに経済史の分野で は両大戦 間期 お よび戦 時期研究が盛 んであ り,し たが

って当時 の産業 あるい は企業 についての個 別具体的 な 「情報」が求 め られ るよ うにな っ

て きてい るが,こ の点 で経済雑誌 は当時の状況を リアルに伝 える第一級 の資料 として多

用 されてい る。

以下,各 車 の内容を ごく簡単 に摘記 す ると,ま ず序章 「日本 の経 済雑誌 」(杉 原)で

は 明治初期か ら1944年 まで の主要経済雑誌 を取 り上げ,そ れ らの時 代的背景 とともに概

説 してい る。内容的 には先 の 『日本 の経済 雑誌』 と重 複す る部分 も多い ものの,日 本の

経 済雑誌発行 の全体的 な推移 を鳥瞰 す るのに至便で ある。第1部 第1章 「一般経 済雑誌

の展開過程」(中 村博 男)は 経済雑誌 の生 成発展の推移を 「数 量的 に展望 し理解 」 しょ
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うとす る もので,1明 治期 の勧 業雑誌,皿 実業 ・産業 団体 の機 関誌 皿戦時統 制期の機

関誌,IV恐 慌 と創廃刊状況,V昭 和期 の発禁処分状況,な どについて,分 析的 にはやや

物足bな い ものの克明な表 を作成 し資料的 に も意義深 い。 第2章 「『東京経済 雑誌』 と

r東洋経済新 報』」(溝 川喜一)は 「存続期間の長 さや 創刊 の歴 史の古 さ」で特 筆すべ き

表記2誌 について特 に焦点を絞 って,ロ ン ドン 『エ コノ ミス ト』蒔 か らの影響 や,あ る

いは両 誌の主幹を対比 させ て両誌 の比較検討を試 みた興 味深い もの である。第3章 「学

術経済雑誌」(杉 原 ・櫻田忠衛)は 上記一般経済雑誌 に続 いて刊行 され始 める,い わ ゆ

る学術 経済雑誌の展開 に照準を合 わせ,学 術経 済雑 誌の興 隆は経済 の発展 に ともな う経

済 学の制度化 と密接 な関連性 を も?て いる ことが強調 され る。 また,外 国や 他の 自然科

学分野 と比べ ての特徴 とし覧,.日 本では結 局 「その雑誌を読 めば その国 の学界 の水準 が

わか るよ うな」全国的 な学術経済雑誌 が育たなか ワた と指摘 し,そ の理 由について も検

討する。 なお,戦 前 の学術経済雑誌 の詳細な 目録が掲載 され,そ れ らの多 くが戦争 経済

の中で休廃刊を余儀 な くされた状 況が一 目瞭然 となる。

次に第2部(第1-7章)は 各論 であ り,そ の第1章 「農業雑誌」(藤 井隆 至 ・滝沢

秀樹)は,ま ず総合的農業 雑誌 について特 に1900年 ⊆農会法施行 時)ま でを主対象 とす

る。時期を このよ うに限定 して しま った ことは他章 との斉合性を欠 くことにな るが,そ

れは,当 初 の農事改 良雑誌(た とえば1875年 の 「開農雑報 」や翌76年 の 「農 業雑誌」 な

ど)の 内か ら,の ちに90年 代に なって種々の農 業政策雑誌 が誕生 して くるよ うになる経

緯 を追跡 す るためだ とい う。それ以降 は主要 な もの数点 に限 って解説を付す に と ど ま

る。 また補講 として戦前 日本に おいて重要産業 であ った ことか ら蚕業雑 誌につ いて も論

及す ることを忘れ ない。第2章 「鉱]=業 雑誌」(高 橋哲雄)は 第1期(明 治7-29年),

第2期(明 治30一 大正7年),第3期(大 正8一 昭 和20年)に 分け て 「雑誌を とお して

みた 日本近 代の鉱工 業発展 の特徴 とそれが逆 に雑誌 の発 達や性格に及ぼ した影響」を見

ようとす る。そ して日本 の場合 に顕著 な ことは,「 個別産業雑誌」 と並 ん で 総 合 的 な

「一般 工業雑誌」 とで もい うべ き独 自の範 疇が第1期 か ら早 くも成立 していた ことであ

る とし,そ の理 由を,初 期 には工業発展 の後進 性(比 重 の小 ささ)か らくる雑誌 の 「複

数業種 の寄せ集 め的性格 」に求 め,ま たのちには急激 な工業化の進展 による各工業部 門

に共通 の政策課題(工 場法 ・産 業合理 化 ・産 業統制 など)の 発生 に求 めてい る。 また,

第3期 には第3の 範 疇た る 「個 別企業雑誌」の隆盛 とそ の理 由に も関説 してお り興 味深
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い。第3章 「商業雑誌」(杉 原薫)は,ま ず商業雑 誌 とい う,経 済雑誌 の中 で も極 めて

分類(位 置付け)困 難 な ものを 明確 にする努 力を したあ と,主 として大 正期 前半 までの

ものについ て系列別(民 間商業 雑誌,個 別 業界機関誌,商 品陳列所報告)に 仔細 な分析

を試みてい る。 また,商 業雑誌 と商業 学校会 誌 との関連 に屯ふれ,後 者 が 「商業雑誌的

性格を兼ね備 えて」お り当時 「商業雑 誌の一系列 として認知 され ていた らしい」 とい う

指摘 も行われ る・ 第4章 「貿易雑誌」(細 川元雄 ・小野一一郎)は ・実 務的 「報道解説

雑誌」であ ると ともに 「評論雑 誌」で もあ る貿易雑誌を,ま ず,そ の編 集 ・発行主体 に

よって 「官庁雑誌 」 「民 間団体 雑誌」 「出版 企業雑誌」 に三分 し,そ れ ぞれ の明治10年

代か ら敗戦 時までの変 遷を追い なが ら特徴点を明 らか に してい る。 とく.に,「官庁 雑誌」

が商工業一般 の総 合的雑誌 か ら次第に貿易の専門雑誌へ と分化 し て い った 反 面,逆 に

「出版企業 雑誌」の方は一般経済雑誌 に統合 され てい った事実 など興味深い。.また,回

章 では,当 時の対 中国貿 易の中枢の地大阪 で刊 行 され始 めた 『東洋貿易研究』(1922年

創刊,当 初 『支 那貿易通報 』)お よびr自 由通商』(1928年 創刊,当 初r自 由通商協会 日

本連 盟月報 』)の2誌 を特 に取 り上 げ,そ れ らの登場 の時代的背景,役 割 と意義、 誌面

内容 の変遷,な どにっ き貴重 な情報 を提供 している。次 に第5章 「金融 雑誌」(岡 田和

喜 ・本 間靖夫)は,ま ずわが国最初 の金融雑誌 たる 『銀行雑誌』(1877年,大 蔵省)以

降 の創廃刊 状況 を概説 的に示す。 「金融雑誌発展の一大画期」 は1920年 代であ り,ま た

発行主体別 の金融雑誌の変遷 も検討 され る。次 いでその内で も主 要 な金 融雑誌14点 につ

いて詳説 され,得 難い知見を披歴す る。第6章 「労働雑 誌」(四 岡孝 男)は 時代背景別

・発行主体 別に労働雑誌 ・組合機関誌 な どについて解説 してい る。 しか し,そ の持 った

比重 の大 ぎさ ・複雑 さに比べれ ば,同 輩 の叙述 は概 説的 なもの にとどま り,本 書 の 目的

た る雑誌 内容の分析 ・意義 付け とい う点 にまで必ず しも及んでいない。発行 主体 別(民

間 ・半官半民 ・官庁)の 検討 は行 な ってい るものの,そ れぞれ の労働問題 に対す る位置

付け'・役割 にまで言及 できれば より興 味深 い もの となったろ う。おわ りに第7章 「統計

雑誌」(藪 内武司)は,維 新期 以降 の杉 亨二 らを中心 とす る日本へ の統計学 の移植 努力,

また政府内部 にお け る官庁 間の権限争いや中央 ・地方 の統計機 関設立 の プロセスを追い

なが ら,次 第に各種 の統計雑誌 が登場 して くる状況を追 いか ける。 このプ ρセスは同時

に統計学確立 の プロセスで もあ った。当初 の 「翻訳学問」が前世紀末項 には 目木 に も統

計学 として定着 し始 め,1930年 代前半 には 「統計熱 狂時代」を迎 えるまでに至 る ものの,
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戦時 には他 の雑誌 と全 く同様の命運 をた どる ことになる。 国章は 加 え て 『統計集誌』

『スタチスチ ック雑誌』 な ど主 要敷詰 につ いて も特 に取 り上 げ,そ の誌面内容 の推移を

検討.している。

さて,以 上が本書 の梗概 であるが、 「最 初の資 料的ガ イ ドブ ック」 として,す なわ ち

者分 野の経 済雑誌 につ いて総合的 にその創廃刊状 況,誌 面 内容 の推移,意 義 と役 割 な ど

に関 し明 らか に し得 た業績 はま ことに大 きい。経 済雑誌 の興隆 と日本経済 の歩み とをオ

ーバ ーラ ップさせ て見 よ うとす る試 み もまた大い にユニー クである。 しか し,経 済雑誌

が編者 のい う 「近代 日本におけ る土 台 と上部構造 との結節点 」であ るとす るには,本 書

の担い込 んだ課 題は余 りに も大 き く,本 書 はそ のための一つのステ ップ,重 要 なステ ッ

プ としての役割を果たす もの と評価 しえ よう。以 卜,や や立 ち入 って言えば一

まず,「 経済雑誌」は なるほ どそ の発行主体別 に よって も意義 ・役割は 自ず と異なる

ものであ るこ とは想像 しうるが,さ らに例えば啓蒙的 な もの と学術的 な もの との社会 的

役割,影 響度の違い,な どに も大 いに関心が そそ られ る。 その場 合,雑 誌 がcirculate

した範囲(あ るいは読 者層 など)に つい て考慮す る必要 があ ることは言 うまで もなか ろ

う。た とえば一 般読者 を想定 す る雑誌 と,官 庁刊 あるいは学 術経 済雑誌 など読者層 の限

られた雑 誌 との社会的意味合い の違 い,な どな ど。 さ らにまた,本 書では 「経済雑誌」

の範囲 内に 「行員 に頒布す る 目的 」の銀 行の 「行報 」や企業 内部(従 業員 向け)の 「社

内報」 に類す る もの まで含 み込 んでいる箇所 があ るが,こ れ らまで無批判的 に包 摂 して

しま うと本省 の 「経済雑誌 」範隠 はい ささか暖味 な もの とな らざ るを得 ない。例 えこれ

らが経済史 ・思想史 研究の資料 として 「経済雑誌」 と同等の価値を もっ として も,そ れ

らは全 く別個 の観点 か らの検討を要す る対象で あろ う。
コ サ

さらにまた..本 書 のい う 「経済雑誌」 の分類 につ いて,「 一般 経済雑誌」 とい う用語

の曖昧 さを指摘 しなければ な らない。す なわ ち序章(2頁)で は それ は 「経済学 の学 術

雑誌」 と区別 され る もの,換 言す れば 「学術経 済雑誌」以外 のす べての経済雑誌 を指 す

ように用い られ てお り,し たが って,第1部 第1章 「一般経済雑誌 の展 開過程 」あるい

は同第3章 「学術経済雑誌 」はその趣 旨に沿 って分析 され ている。 し か し,同 じ序章

(4頁)で は また 「一般経済雑誌」 とは 「経済 の一分野 に限定 した特 殊経済雑誌で もな
り コ コ コ コ コ コ

く,専 門的色彩の濃 い学術経済雑誌 で もない とい う,二 重の意味 での一般経済雑誌」 と

述べ られ ている。 これ ぽ明 らかに先 の分類法(し たが って また,第1部 第ユ,3章 の叙 述
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内容)と は喰い違 って いるよ うに思われ る。なるほ ど、一般経済雑誌 の内か ら学術経 済

雑誌が生 まれ,ま た分野別専 門雑 誌が登場 して くるのだ とすれ ば,そ れはそれ として,

その ことは もっ と明示的 に表 現 され るべ きで あったろ うし,あ るいは また,一 般経済雑

誌⇔学術経済雑誌,総 合雑誌 ⇔専門雑誌 とい う並行的 な分類 も可能で あったか も知れ な

い。 そしてその方が本書 が二 部構 成を とった ことの意義 を よ りょく表現 しえた であろ う

し,さ らにまた第2部 の商業 雑誌や統計雑誌 な ど位置付 けの難 しい分 野の雑誌 の分類 に

とってもよ り有用 であ ったのでは ないか と思 う。


